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1. 2022年6月期第2四半期の連結業績（2021年7月1日～2021年12月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年6月期第2四半期 13,576 3.8 733 72.0 761 56.3 517 78.4

2021年6月期第2四半期 13,081 △18.6 426 △48.6 487 △44.0 290 △42.6

（注）包括利益 2022年6月期第2四半期　　648百万円 （50.3％） 2021年6月期第2四半期　　431百万円 （△27.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2022年6月期第2四半期 128.72 ―

2021年6月期第2四半期 72.16 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2022年6月期第2四半期 24,789 14,546 56.0

2021年6月期 24,049 14,111 56.1

（参考）自己資本 2022年6月期第2四半期 13,877百万円 2021年6月期 13,480百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年6月期 ― 0.00 ― 55.00 55.00

2022年6月期 ― 0.00

2022年6月期（予想） ― 55.00 55.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2022年 6月期の連結業績予想（2021年 7月 1日～2022年 6月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 32,100 17.6 2,000 60.3 2,100 52.1 1,300 50.3 323.04

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 有

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 有

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年6月期2Q 4,369,200 株 2021年6月期 4,369,200 株

② 期末自己株式数 2022年6月期2Q 344,954 株 2021年6月期 344,954 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2022年6月期2Q 4,024,246 株 2021年6月期2Q 4,024,401 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、その達
成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び
業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料Ｐ３「連結業績予想などの将来予測情報に関する説明」をご覧ください。



協立電機株式会社(6874) 2022年６月期 第２四半期決算短信

－1－

○添付資料の目次

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………３

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………３

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………４

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………４

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 …………………………………………６

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 ……………………………………………………………８

（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………10

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………10

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………10

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用） …………………………………………10

（会計方針の変更） ……………………………………………………………………………………10

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………11

　



協立電機株式会社(6874) 2022年６月期 第２四半期決算短信

－2－

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症の拡大による影響が徐々に緩和さ

れ持ち直しの兆しが見られたものの変異株の出現等により再拡大が懸念され、景気の先行きは依然として不透明感

が拭えないまま推移いたしました。

当社グループとしましては、経営基本方針としている「One Stop Shopping」施策を引き続き推し進め、受注範囲

の拡大及び収益性の向上を目指し、新たなビジネスモデルの構築に尽力して参りました。人手不足が深刻化する環

境下での省力化投資によるロボットに対する需要拡大、さらにはロボットの作業範囲を広げるAIの進展等、当社グ

ループには強い追い風が吹いております。当第２四半期連結累計期間においては製造業における設備投資意欲の回

復が見られたものの、昨年より続いている半導体や樹脂不足等が長引いていること、これに原材料価格や輸送費の

高騰等が一部のお客様では大きな影響を受けており、引き続き需要超過の状況が続いております。

国内外のお客様におかれましては、生産量そのものは殆どコロナ前に回復しつつあります。今後は、新規の設備

投資・研究開発投資が一時的な波はあるにせよさらに拡大していくことが予想されます。設備・研究開発投資依存

型のビジネスモデルの当社グループの業績は、多少の時差を伴って拡大期を迎えるものと予想しております。

これらの結果、当第２四半期連結累計期間における売上高は135億76百万円（前年同四半期比3.8％の増）となり、

損益面としましては営業利益が７億33百万円（同72.0％の増）、経常利益が７億61百万円（同56.3％の増）、親会

社株主に帰属する四半期純利益が５億17百万円（同78.4％の増）となりました。

なお、当社グループのセグメント別概況は次のとおりです。

＜インテリジェントFAシステム事業＞

インテリジェントFAシステム事業では、コロナ禍でのIoTを活用した設備投資の増大により各種検査装置が好調だ

ったこと、水質検査ビジネスや各種自動化システムの需要が拡大していること等により緊急事態宣言解除後は比較

的順調に推移したことから、前年同四半期に比べ増収・増益となりました。

以上の結果、インテリジェントFAシステム事業の当第２四半期連結累計期間における売上高は46億91百万円（前

年同四半期比2.0％の増）、営業利益は５億26百万円（同170.6％の増）となりました。

＜IT制御・科学測定事業＞

当事業のうちIT制御は主として製造業の合理化・研究開発の自動化等を目的とした設備投資の対象であるため、

比較的景況の影響を受け易い傾向にあります。一方、当事業でも科学測定事業は科学分析・計測機器等の代表され

る企業の新製品開発を目的とする部門や品質管理部門を対象とするため、景気の動向に左右されにくく、安定的な

分野であります。当第２四半期連結累計期間においては研究開発投資は依然旺盛であるものの半導体や樹脂の不足

から一部の部品では供給が追い付いていないことから、前年同四半期に比べ増収・減益となりました。

以上の結果、IT制御・科学測定事業の当第２四半期連結累計期間における売上高は88億70百万円（前年同四半期

比4.8％の増）、営業利益は３億31百万円（同4.9％の減）となりました。
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（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における資産の合計額は247億89百万円で、前連結会計年度末に比べ７億39百万円の

増加となりました。これは主として受取手形、売掛金及び契約資産と電子記録債権を合わせた売上債権が増加した

こと等によるものであります。

負債につきましては、負債の合計額が102億43百万円で、前連結会計年度末に比べ３億５百万円の増加となりまし

た。これは主として未払法人税等と流動負債のその他が増加したこと等によるものであります。

純資産につきましては、純資産の合計額が145億46百万円で、前連結会計年度末に比べて４億34百万円の増加とな

りました。これは主として親会社株主に帰属する四半期純利益等による利益剰余金とその他有価証券評価差額金が

増加したこと等によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

本資料に記載されております業績予想につきましては、2021年８月10日に公表いたしました予想数値から変更あ

りません。なお、業績予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成されたものであり、実際の

業績は、今後の様々な要因によって予想数値と異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,287,688 5,682,294

受取手形及び売掛金 6,829,069 -

受取手形、売掛金及び契約資産 - 7,356,966

電子記録債権 1,891,413 2,176,652

有価証券 - 50,000

商品及び製品 360,753 490,053

仕掛品 488,121 613,862

原材料 478,500 578,750

その他 220,632 253,253

貸倒引当金 △15,455 △33,384

流動資産合計 16,540,724 17,168,448

固定資産

有形固定資産

土地 3,925,130 3,968,557

その他（純額） 994,265 1,016,031

有形固定資産合計 4,919,395 4,984,589

無形固定資産 129,576 130,342

投資その他の資産

投資有価証券 1,588,273 1,677,348

その他 1,222,945 1,111,177

貸倒引当金 △351,530 △282,656

投資その他の資産合計 2,459,689 2,505,868

固定資産合計 7,508,661 7,620,800

資産合計 24,049,386 24,789,248

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 5,062,926 5,095,064

電子記録債務 1,447,010 1,442,776

１年内返済予定の長期借入金 - 800,000

未払法人税等 175,907 295,362

賞与引当金 156,381 125,360

役員賞与引当金 35,700 -

その他 646,777 864,965

流動負債合計 7,524,702 8,623,529

固定負債

長期借入金 1,880,000 1,080,000

退職給付に係る負債 430,478 428,636

その他 102,319 110,871

固定負債合計 2,412,797 1,619,508

負債合計 9,937,500 10,243,037
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(単位：千円)

前連結会計年度
(2021年６月30日)

当第２四半期連結会計期間
(2021年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,441,440 1,441,440

資本剰余金 1,872,124 1,872,124

利益剰余金 10,392,729 10,701,065

自己株式 △424,862 △424,862

株主資本合計 13,281,431 13,589,767

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 207,108 295,018

退職給付に係る調整累計額 △8,305 △7,322

その他の包括利益累計額合計 198,802 287,696

非支配株主持分 631,651 668,747

純資産合計 14,111,885 14,546,211

負債純資産合計 24,049,386 24,789,248
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

売上高 13,081,454 13,576,095

売上原価 10,781,144 10,957,791

売上総利益 2,300,309 2,618,304

販売費及び一般管理費 1,873,589 1,884,429

営業利益 426,720 733,874

営業外収益

受取利息 1,355 1,397

受取配当金 11,485 13,251

仕入割引 13,015 15,240

為替差益 - 3,975

解約精算金 20,250 -

雑収入 24,331 13,578

営業外収益合計 70,437 47,444

営業外費用

支払利息 1,926 1,840

売上割引 2,050 2,187

為替差損 4,856 -

貸倒引当金繰入額 - 15,780

雑損失 1,000 -

営業外費用合計 9,834 19,807

経常利益 487,324 761,510

特別利益

固定資産売却益 19 19

投資有価証券売却益 - 82,443

保険解約返戻金 - 4,012

特別利益合計 19 86,476

特別損失

固定資産除却損 0 73

特別損失合計 0 73

税金等調整前四半期純利益 487,344 847,913

法人税等 183,562 300,669

四半期純利益 303,781 547,244

非支配株主に帰属する四半期純利益 13,390 29,262

親会社株主に帰属する四半期純利益 290,391 517,982

　



協立電機株式会社(6874) 2022年６月期 第２四半期決算短信

－7－

四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

四半期純利益 303,781 547,244

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 127,006 100,579

退職給付に係る調整額 761 982

その他の包括利益合計 127,768 101,561

四半期包括利益 431,549 648,806

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 401,783 606,876

非支配株主に係る四半期包括利益 29,766 41,930
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 487,344 847,913

減価償却費 87,867 85,164

貸倒引当金の増減額（△は減少） 10,976 △50,945

賞与引当金の増減額（△は減少） △38,501 △31,021

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △44,200 △35,700

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 15,774 △440

受取利息及び受取配当金 △12,840 △14,648

支払利息 1,926 1,840

為替差損益（△は益） 1,434 △784

有形固定資産売却損益（△は益） △19 △19

有形固定資産除却損 0 73

投資有価証券売却損益（△は益） - △82,443

売上債権の増減額（△は増加） 1,540,585 △739,987

棚卸資産の増減額（△は増加） △458,369 △405,126

仕入債務の増減額（△は減少） △565,506 27,904

その他 △77,149 180,994

小計 949,323 △217,227

利息及び配当金の受取額 12,103 14,899

利息の支払額 △1,926 △1,840

法人税等の支払額 △344,434 △141,181

営業活動によるキャッシュ・フロー 615,066 △345,349

投資活動によるキャッシュ・フロー

有価証券の取得による支出 - △50,000

有形固定資産の取得による支出 △61,408 △221,782

有形固定資産の売却による収入 20 98,469

無形固定資産の取得による支出 △19,449 △18,294

投資有価証券の取得による支出 △9,617 △10,325

投資有価証券の売却による収入 - 145,343

貸付けによる支出 △9,000 △184,000

貸付金の回収による収入 17,404 204,825

投資活動によるキャッシュ・フロー △82,051 △35,763
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間

(自 2020年７月１日
　至 2020年12月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 2021年７月１日
　至 2021年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

配当金の支払額 △220,683 △220,019

非支配株主への配当金の支払額 △6,769 △4,835

財務活動によるキャッシュ・フロー △227,453 △224,854

現金及び現金同等物に係る換算差額 △518 573

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 305,043 △605,394

現金及び現金同等物の期首残高 4,613,612 6,287,688

現金及び現金同等物の四半期末残高 4,918,655 5,682,294
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

　該当事項はありません。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

　 （税金費用の計算）

当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しております。

（会計方針の変更）

　 （収益認識に関する会計基準等の適用）

「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点

で、当該財又はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これによ

り、工事請負契約等に関して、一定の期間にわたり充足される履行義務については、期間がごく短い場合を除

き、履行義務の充足に係る進捗度を見積り、当該進捗度に基づき一定の期間にわたり収益を認識する方法に変

更しております。また、期間がごく短い工事及び一時点で充足される履行義務については工事完了時に収益を

認識する方法を採用しております。なお、履行義務の充足に係る進捗率の見積りの方法は、主に見積総原価に

対する実際原価の割合（インプット法）で算出しております。

収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従っ

ており、第１四半期連結会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１

四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。た

だし、収益認識会計基準第86項に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに従前の取

扱いに従ってほとんどすべての収益の額を認識した契約に、新たな会計方針を遡及適用しておりません。また、

収益認識会計基準第86項また書き(1)に定める方法を適用し、第１四半期連結会計期間の期首より前までに行わ

れた契約変更について、すべての契約変更を反映した後の契約条件に基づき、会計処理を行い、その累積的影

響額を第１四半期連結会計期間の期首の利益剰余金に加減しております。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は151,204千円増加し、売上原価は76,490千円増加し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ74,713千円増加しております。また、利益剰余金の当

期首残高は11,686千円増加しております。

収益認識会計基準等を適用したため、前連結会計年度の連結貸借対照表において、「流動資産」に表示して

いた「受取手形及び売掛金」は、第１四半期連結会計期間より「受取手形、売掛金及び契約資産」に含めて表

示することとしました。なお、収益認識会計基準第89-2項に定める経過的な取扱いに従って、前連結会計年度

について新たな表示方法により組替えを行っておりません。

　 （時価の算定に関する会計基準等の適用）

「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計

基準」（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計

基準等が定める新たな会計方針を、将来にわたって適用することとしております。なお、四半期連結財務諸表

に与える影響はありません。
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（セグメント情報等）

前第２四半期連結累計期間(自 2020年７月１日 至 2020年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計インテリジェ
ントFAシステ

ム事業

IT制御・科学
測定事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,600,609 8,463,926 13,064,535 16,918 13,081,454

セグメント間の内部売上高
又は振替高

147,351 159,911 307,262 38,156 345,419

計 4,747,960 8,623,837 13,371,798 55,074 13,426,873

セグメント利益 194,625 348,867 543,492 47,920 591,413

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸等を含んでおります。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 543,492

「その他」の区分の利益 47,920

全社費用(注) △164,692

四半期連結損益計算書の営業利益 426,720

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。
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当第２四半期連結累計期間(自 2021年７月１日 至 2021年12月31日)

１ 報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計インテリジェ
ントFAシステ

ム事業

IT制御・科学
測定事業

計

売上高

外部顧客への売上高 4,691,645 8,870,147 13,561,793 14,301 13,576,095

セグメント間の内部売上高
又は振替高

305,215 267,866 573,081 36,947 610,028

計 4,996,861 9,138,014 14,134,875 51,249 14,186,124

セグメント利益 526,609 331,736 858,346 44,767 903,113

（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、不動産賃貸等を含んでおります。

２ 報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な内容(差

異調整に関する事項)

(単位：千円)

利益 金額

報告セグメント計 858,346

「その他」の区分の利益 44,767

全社費用(注) △169,239

四半期連結損益計算書の営業利益 733,874

（注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　該当事項はありません。

　


